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大学生のイラショナルキャリアビリーフと職業未決定の関連

森本康太郎＊

Relationship between Irrational Career Beliefs and Career Indecision of
University Students

Kotaro MORIMOTO＊

This study aimed to examine the relationship between irrational career beliefs and career indecision.
A questionnaire was administered to 185 third-year university students who had participated in employ-
ment seeking activities. The results suggested that having irrational career beliefs, such as lack of self-
confidence, a pessimistic view of one’s career path, and fixed ideas about one’s own or others’ evaluation
of one’s career, increases one’s state of career indecision. Moreover, the findings indicated three types of
irrational career beliefs, namely, realistic, optimistic, and pessimistic, as defined by beliefs of unrealistic
optimism, lack of confidence, and self-underestimation. These findings suggest that appropriate support
is necessary, particularly for those with pessimistic career beliefs that may result in greater career inde-
cision.
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問題と目的

青年期において，就職は最大のライフイベントと
も呼べるものであり，職業的発達の観点からも重要
な課題である。Super（1990）の提唱した職業発達理
論では，職業についての希望を形づくりそれを具体
的にすることが職業的発達段階における探索段階
（14歳～25歳ごろ）での課題とされており，職業発達
の中核である自己概念の確立が特に重要となる。そ
のような時期にある我が国の大学生の就職をめぐる
状況はどうであろうか。例えば，労働政策研究・研修
機構（2006）によれば，就職活動をしたが結果が得ら
れず，方向の修正ができないまま中断してしまう例
や，やりたいことがわからずに一歩踏み出せない例，

具体的に何から始めればいいのかという戸惑いを持
つ例など，就職活動に困難を抱える学生の存在が浮
かびあがる。就職活動に意欲を持てない学生や，就職
活動をしても採用に結びつかない学生（労働政策研
究・研修機構，2017）の姿は，すべての学生が望むよ
うな就職を容易に達成できない現状を表しており，
わが国の大学生にとって社会人への移行は難しい課
題として存在していると理解することができる。よ
り具体的には，正社員を希望しながら 3年次の夏の
時点で就職活動をしない学生の存在を示した堀・濱
中・大島・苅谷（2007）の調査結果からわかるよう
に，就職したいという意思はあるものの活動に着手
できない，あるいは活動が停滞してしまう学生が存
在する。このように就職活動に取り組めていない学
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生は職業未決定状態に陥っていると換言できる。
我が国の大学生は，新卒者の一括採用を行うため
に一定の時期にあわせて選考を実施する「新卒一括
採用システム」という日本特有の採用・就職の慣行
にあわせて就職活動をせざるを得ない。すなわち，卒
業までの期間内で就職先を確保，決定する必要があ
る。この点については，探索段階において職業的発達
をどのように促進して自己概念を確立するかという
発達的課題と，実際の採用選考の動きに対応せざる
を得ないという実際的課題との両方が存在している
といえる。上述したような職業未決定状態にある学
生は，その両方の課題を抱えていると考えられるこ
とから，いかにして有効な支援を行うべきかを検討
する必要がある。この点を踏まえれば，学生に対する
職業未決定状態の軽減を目指した支援の重要性を指
摘することができる。
このような職業未決定の問題を検討する際，これ
まで例えば就職関連情報源の利用（下村・木村，
1994），進路選択に対する自己効力（浦上，1995），ア
イデンティティ（下山，1986），イラショナルビリー
フ（Stead, Watson,＆ Foxcroft, 1993）などの要因が
検討されてきた。例えば，進路選択自己効力に関する
研究蓄積は厚く，我が国でも，自己と職業の理解・統
合の行動や就職活動の計画・実行の行動の程度が，
進路選択自己効力から有意な影響を受けている（浦
上，1996a）ことが明らかにされ，大学生を対象とし
たキャリア授業による介入を通じて進路選択自己効
力が有意に高まった研究（三村・白石，2001）も行わ
れている。これらの結果は，進路選択自己効力の変化
によって望ましい進路選択行動が生起することを示
しているが，一方で，介入による進路選択自己効力へ
の影響が一貫しないことも明らかにされている（浦
上，1996b）。富永（2008）はその理由として，進路
選択自己効力を育成すると考えられる情報源の提供
方法の違い，実験以外の経験，介入の時間や頻度など
の介入の条件が一定でないことをあげている。これ
らを踏まえると，進路選択自己効力を高めることは
進路支援における有効な手段として考えられている
が，介入の具体的方策に関する課題が残っていると
いえる。
他方で，進路選択自己効力同様に認知的要因であ
るイラショナルビリーフとは，Ellis（1994）の Ra-
tional Emotive Behavior Therapy（以下 REBT）の中

心的概念を指す。REBTとは，人間の感情的不適応
を生み出すのは出来事ではなく，その人の信念体系
であるとし，非論理的な考え方を最小化し論理的な
考え方を最大化することを学べば，感情的・精神的
混乱から抜け出すことができると考える心理療法で
ある（伊藤，2021）。REBTの基本的治療理論は ABC
理論と呼ばれ，クライエントの問題（Consequence；
C）が出来事（Activating event；A）ではなく，そ
の人の信念体系（Beliefs；B）から引き起こされると
考える。REBTでは，クライエントが ABC理論を学
び，自身の問題を引き起こす不合理な信念（イラショ
ナルビリーフ）を発見し，それに代わる合理的な信念
（ラショナルビリーフ）に修正することで新たな認知
的構えを獲得し，行動の変容を図る。この非論理的
で，経験的に現実と一致しないイラショナルビリー
フが情動的問題や行動の障害を引き起こす直接間接
の原因（Dryden＆ DiGiuseppe, 1990）であるがゆえ
に，REBTではイラショナルビリーフがセラピーを
進める上での重要概念である。
キャリアカウンセリングの文脈でのイラショナル
ビリーフについては，例えば Richman（1993）がキャ
リアカウンセリングの実践を通じて，仕事について
のイラショナルビリーフを持つ人は，ネガティブな
感情で苦しんだり，目標達成や自己啓発を生み出す
ような行動を避けることを指摘している。また，
Nevo（1987）は，職業未決定や職業選択に関してフ
ラストレーションを抱えるクライエントのキャリア
カウンセリングを通じて見いだされたイラショナル
ビリーフを 10種類に整理して示している。イラショ
ナルビリーフの概念から職業未決定を検討すること
は，すでに治療仮説や介入効果に関するエビデンス
が蓄積された技法である REBT（David, Szentago-
tai, Lupu,＆ Cosman, 2008）という構造化された技
法体系を，問題の原因となるビリーフに働きかける
具体的な方法論として用いることが可能である。こ
の観点から，本研究では就職未決定へのアプローチ
としてイラショナルビリーフに注目することとす
る。
一方で，Krumboltz（1991）は REBTから理論的

影響を受け，進路選択やキャリア発達の妨げとなる
自身や職業世界についての思考や一般化をキャリア
ビリーフとして概念化し，キャリアビリーフを測定
するアセスメントツールである Career Belief In-
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ventory（以下 CBI）を開発している。CBIは，キャ
リア形成上の目標の実現を妨げるような約 1,000の
ビリーフをもとにして作成され，96項目 25下位尺
度で構成されている。CBIの開発以来，職業選択行動
やキャリア形成などキャリアについての問題とキャ
リアビリーフが関連を持つことが報告されてきた。
以下では，イラショナルビリーフおよびキャリアビ
リーフと，キャリア形成における中心的問題である
職業未決定についての検討を取りあげる。
例えば，南アフリカの大学生 153人を対象とした
Stead, et al.（1993）では自尊心の欠如を表すイラショ
ナルビリーフを持つ学生，コミュニティカレッジに
在籍するメキシコ系アメリカ人学生 176人を対象と
した Lucero-Miller＆ Newman（1999）では，自分の
進路計画や進路選択の理由を他人には開示できない
というキャリアビリーフを持つ学生，イタリアの高
校生 256人を対象とした Hess，Tracy，Nota，Fer-
rari,＆ Soresi（2009）では自分のスキルやパフォー
マンスに関する自信を表すキャリアビリーフが低い
学生が，それぞれ職業未決定を示す尺度得点と中程
度から強い相関を示していた。また，アメリカ中西部
の大学に在籍する学生 119人（うち 59人は障害を持
つ）を対象とした Enright（1996）では，自信の欠如
や自己に対する疑念を表すキャリアビリーフが職業
未決定と有意な正の相関を示し，かつ重回帰分析の
結果ではこれらのキャリアビリーフから職業未決定
に正の影響がみられたことが報告されている。遠隔
授業を受講する台湾の学生 178人を対象とした
Peng＆ Herr（2002）は，自分の決断力に疑問を持つ
キャリアビリーフや，自己の権利を主張するキャリ
アビリーフを持てていないことが職業未決定に正の
影響を及ぼしていることを示している。これらの報
告を踏まえると，進路選択や進路計画を実行する上
での自信に関わるキャリアビリーフ，およびネガ
ティブな自己概念と結びつくイラショナルビリーフ
が職業未決定と関連を有することが示唆される。
一方でわが国では，キャリア形成に関連するイラ
ショナルビリーフを取り上げた研究としては次のよ
うなものがあげられる。本多（2008）では，進路によっ
て自分の社会的評価が決められてしまうというイラ
ショナルビリーフが強いほど自己判断に自信が持て
ない，決定した進路を実現できる自信が持てないと
いう悩みを持つことが示された。また，森本（2022）

では，大学生活における適応的な充実感や心理的安
定感が高いと非現実的な楽観というイラショナルビ
リーフを持ちやすく，低い場合は自己に対する無力
感というイラショナルビリーフが高くなることが示
されている。これらの報告からは，大学生の就職や進
路選択においてイラショナルビリーフが影響を及ぼ
すことが示唆されていることがわかる。しかし，職業
の決定という重要かつ具体的な問題としての変数で
ある職業未決定の状態との関係については取り上げ
られてこなかった。浦上（2001）では職業選択を阻害
するような進路選択に対する考え方と職業不決断の
関連が報告されている。この研究では，自分の適職を
知らなければならない，満足できる仕事に就かなけ
ればならないという「縛り意識」と職業不決断のうち
希望関連不安，相談希求，葛藤が有意な正の関連を持
つことが示されている。また，進路選択に対する考え
方を分類した 6タイプごとに職業不決断の様相が異
なることから，考え方の違いに応じた進路指導が必
要であることが指摘されている。なお，職業未決定と
職業不決断はともに career indecisionの日本語表記
であるが，「職業未決定」は，具体的な進路としての
職業を決めることができない「状況にある」ことを指
し，「不決断」とは，進路を決める活動にコミットメ
ントできないという「心理的状態あるいは傾向性」を
指す（清水・花井，2007）。本研究では，職業未決定
を「積極的な職業探索状態から消極的状態までを含
めて，具体的な進路としての職業を決めることがで
きない状況」（下山，1986）を指すこととする。
上記の浦上（2001）の指摘は学生支援を考える上で
重要であるといえるが，一方でここでの考え方とは，
個別化された詳細なものというよりは，「通常の会話
の中で表現される学生の就職に対する考え方」（浦
上，2001）を指しており，進路選択についてのイラ
ショナルビリーフを直接的には扱っていない。この
点より，海外の先行研究との比較検討や，REBT
を適用したキャリアカウンセリングの実践を想定し
た場合，「進路選択に対する考え方」を「進路選択に
ついての不合理な信念」（以下イラショナルキャリア
ビリーフ（森本，2023））として明確にしておくこと
は必要であると考えられる。さらには，イラショナル
キャリアビリーフと職業未決定との関連を検討する
ことは，進路選択の支援を行う上でビリーフを扱う
ことの有効性をより明らかにすることにもつながる
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であろう。
以上を踏まえ本研究では，イラショナルキャリア
ビリーフを「職業の選択や決定，その後のキャリア形
成の妨げとなるような，自身，就職活動，職業選択，
就職についての不合理な信念，思考，思い込み」（森
本，2023）とした上で，次にあげる課題について検討
することを通して，イラショナルキャリアビリーフ
と職業未決定との関連を探索的に検討することを第
一の目的とする。
課題 1：自分に対する自信や前向きな自己像に関

するイラショナルキャリアビリーフと，職業未決定
状態の関連
課題 2：自己評価や，周囲・社会からの評価に対
する懸念を表し，柔軟性に欠けるイラショナルキャ
リアビリーフと，職業未決定状態の関連
ところで，上述したように，浦上（2001）は，職業
不決断の様相が進路選択の考え方のタイプによって
異なっていた結果を踏まえて，考え方の違いに応じ
た進路指導が必要であることを指摘している。この
点については，例えばWall（1994）も，キャリアビ
リーフの尺度得点と進路選択上の目標達成がどう関
連しているか，ビリーフのプロフィールの観点から
実証的に検討することが必要だと指摘し，Enright
（1996）も，キャリアビリーフをカウンセリングの実
践や研究で取り上げる場合，進路選択の過程に影響
するようなキャリアビリーフをタイプとして見分け
ることが有用であると指摘している。これらの指摘
を踏まえ，イラショナルキャリアビリーフの持ち方
を分類し，その職業未決定の様相について探索的に
検討することを本研究における第二の目的とする。

方 法

調査手続き
インターネットアンケートシステムを用いて回答
を求めた。調査協力者はインターネット調査会社の
パネル登録者であった。参加者は初めに教示文を読
み，匿名性が保障される点，回答は任意である点，協
力しないことによる不利益は一切ない点を確認した
うえで調査協力に同意し，回答に進んだ。本調査の実
施にあたり，所属機関による承認を得ている（承認第
183号）。
調査時期
日本経済団体連合会「採用選考に関する指針」に

よって，採用選考活動の広報活動開始時期が 3月 1
日以降と示されていることから，2021年 3月上旬に
実施した。
調査協力者
就職活動を経験した，または経験している全国の
大学 3年次生 185名（男性 40名，女性 145名，平均
年齢 21.08歳，SD = 0.41）を対象として実施した。調
査協力者の地方分布は，北海道・東北 11名，関東 80
名，甲信越・北陸 13名，東海 25名，関西 35名，中
国・四国 11名，九州・沖縄 10名であった。
調査項目
学生用イラショナルキャリアビリーフ尺度（森本，
2023） 学生の就職や就職活動，進路選択の妨げとな
るイラショナルなキャリアビリーフを測定する尺度
である。CBIをはじめとした国内外のキャリアに関
連するビリーフを測定する尺度から収集した 176項
目と，就職活動を経験したが望むような結果を得ら
れない大学生を対象としたインタビューデータの分
析結果とを参照し，独自に作成された。確たる根拠は
ないが最終的には就職活動で成功を収めることがで
きるだろう，という思い込みを表す「非現実的な楽
観」8項目，自分に自信がなく，自己を過小評価し，
自分には能力がないと感じ，進路就職の実現の悲観
的な捉え方を表す「自信不足・自己過小評価」6項
目，価値のある人間として評価されるためには対外
的な評価の高い就職をしなければならないという思
い込みを表す「社会的評価へのとらわれ」5項目，自
分の能力を発揮し，やりたいことをできる職業に就
くことや，就職活動を完璧に準備して進めたいとい
う思い込みを表す「理想追求の就職観」5項目の 4
下位尺度で構成される。強くそう思う（6）―全くそ
う思わない（1）の 6件法で回答を求めた。
職業未決定尺度（下山，1986） 積極的な職業探索
状態から消極的状態までを含めて，具体的な進路と
しての職業を決めることができない状況にあること
を意味する職業未決定の状態を測定する尺度である
（下山，1986）。職業意識が未熟なため将来の見通しが
なく，職業選択に取り組めない状態を表す「未熟」7
項目，職業決定に直面して不安になり情緒的に混乱
している状態を表す「混乱」8項目，職業決定を猶予
して当面のところは職業について考えたくない状態
を表す「猶予」7項目，職業決定に向かって積極的に
模索している状態を表す「模索」6項目，自らの関心



森本：大学生のイラショナルキャリアビリーフと職業未決定の関連 （ 197）

Table　1　各変数の基礎統計量と t検定の結果

男性 女性
t値 α係数

M SD M SD

学生用イラショナルキャリアビリーフ尺度
非現実的な楽観 27.23 7.91 26.10 7.32 0.84 n.s. .895
自信不足・自己過小評価 19.03 4.77 17.89 5.00 1.28 n.s. .774
社会的評価へのとらわれ 17.55 4.27 18.14 4.01 0.81 n.s. .700
理想追求の就職観 21.08 4.28 20.87 3.86 0.29 n.s. .796

職業未決定尺度
未熟 12.48 3.31 12.85 3.23 0.64 n.s. .824
混乱 17.25 3.84 17.82 3.44 0.91 n.s. .782
猶予 13.80 3.72 12.94 2.94 1.55 n.s. .683
模索 12.13 2.58 12.30 2.56 0.39 n.s. .642
安直 13.53 2.66 13.99 2.83 0.94 n.s. .588
決定 7.93 2.02 8.00 2.24 0.21 n.s .724

や興味を職業選択に結びつけていこうとする努力を
しない安易な職業決定態度を表す「安直」7項目，職
業決定の既決を表す「決定」4項目の 6下位尺度で構
成されている。あてはまる（3）―あてはまらない
（1）の 3件法で回答を求めた。

結 果

性差の検討
本研究では調査協力者が性別によって偏りがある
ため，学生用イラショナルキャリアビリーフ尺度と
職業未決定尺度における性差の有無について検討し
た。結果を各下位尺度の基礎統計量，α係数とともに
Table 1に示す。非現実的な楽観（t（183）= 0.84，
p = .40），自信不足・自己過小評価（t（183）= 1.28，
p = .20），社会的評価へのとらわれ（t（183）= 0.81，
p = .42），理想追求の就職観（t（183）= 0.29，p = .77）
のいずれにおいても有意な性差はみられなかった。
職業未決定についても，未熟（t（183）= 0.64，p = .52），
混 乱（t（183）= 0.91，p = .37），猶 予（t（183）=
1.55，p = .12），模索（t（183）= 0.39，p = .70），安直
（t（183）= 0.94，p = .35），決定（t（183）= 0.21，p

= .84）のいずれにおいても有意な性差はみられな
かった。以上より，本研究では男女のデータを合わせ
て分析を行うこととした。
各尺度の因子構造
学生用イラショナルキャリアビリーフ尺度に対し
て最尤法，プロマックス回転による因子分析を行っ
たところ，固有値の推移は 6.00，3.43，2.46，1.67，1.06，
1.02，…，となっており，4因子解としての解釈が妥

当な結果であった。4つの下位尺度の α係数がそれ
ぞれ.70以上を示したこととあわせると，先行研究
（森本，2022; 2023）と同様の因子構造であることが示
された。職業未決定尺度についても同様に因子分析
を行ったところ，固有値の推移は 9.71，2.86，2.14，
1.65，1.60，1.41，1.23，1.17，…，を示し，3因子解，
5因子解，6因子解とも解釈可能な結果であった。こ
の尺度を用いた先行研究（福田・朝倉・伊野宮・小
室・脇坂，2011;松原・野間・牛尾・境，2015）では，
いずれも下山（1986）で示されている 6つの下位尺度
を用いた分析が行われており，福田他（2011）では
6下位尺度の α係数はそれぞれ.82～.92を示してい
た。本研究でも 6つの下位尺度の α係数を算出した
ところ，安直，模索はやや低い値を示したがその他
は.70以上であり，猶予も.70に近いことから，全体と
しては一定の信頼性係数を有すると考え，6因子構
造の尺度として用いることとした。
各尺度間の相関
イラショナルキャリアビリーフと職業未決定の各
下位尺度間の相関係数を算出したところ，非現実的
な楽観は未熟と中程度の負の相関（r = -.46，p＜
.001），混乱，猶予，安直と弱い負の相関（r = -.30，
p＜ .001；r = -.23，p＜ .01；r = -.30，p＜ .001）を
示し，決定と中程度の正の相関を示した（r = .54，p

＜ .001）。自信不足・自己過小評価は未熟，混乱，猶
予，安直と中程度の正の相関（r = .58，p＜ .001；r

= .40， p＜ .001；r = .56，p＜ .001；r = .48，p ＜
.001），決定と中程度の負の相関（r = -.50，p＜ .001）
を示した。社会的評価へのとらわれは混乱，模索と弱
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Figure 1 イラショナルキャリアビリーフを変量としたクラスター分析のデンドログラム

い正の相関（r = .27，p＜ .001； r = .22，p＜ .01）を，
理想追求の就職観は猶予と弱い負の相関（r = -.22，
p＜ .01），模索と弱い正の相関（r = .22，p＜ .01）を
示した。
イラショナルキャリアビリーフのクラスター分類
学生用イラショナルキャリアビリーフ尺度の下位
尺度得点を投入変数としたクラスター分析（Ward
法，平方ユークリッド距離）を行った。検討の結果，
解釈可能性により 3つのクラスターが分類された
（Figure 1）。第 1クラスターは全般的にイラショナ
ルキャリアビリーフが低く，ラショナルである一方
で，進路や就職に対する完璧主義的な考えにはとら
われていないことが推察されるため，「現実型」と命
名した。第 2クラスターは非現実的な楽観が有意に
高く，自信不足・自己過小評価が有意に低かった。ま
た，理想追求の就職観が他のクラスターより高く，自
身の進路や就職の目標達成を志向する姿勢を持つと
推察されるため，「楽観型」と命名した。第 3クラス
ターは，自信不足・自己過小評価が 3クラスターの
中で最も高く，かつ非現実的な楽観が低いことから，
自分には能力がないと感じ，進路就職の実現に対し
て悲観的であると考えられることから「悲観型」と命
名した。
次に，得られた 3群を独立変数，イラショナルキャ
リアビリーフの各下位尺度を従属変数とした 1要因
分散分析を行ったところ，非現実的な楽観，自信不

足・自己過小評価，理想追求の就職観の 3下位尺度
において群間に有意差が示された（非現実的な楽観
F（2，182） = 182.64；自信不足・自己過小評価 F

（2，182）=64.89；理想追求の就職観 F（2，182）
=38.84，ps＜ .001）。社会的評価へのとらわれについ
ては有意傾向が示された（F（2，182） = 47.94， p

= .054）。加えて，Tukeyの HSD法（5％水準）によ
る多重比較を行ったところ，非現実的な楽観につい
ては第 2クラスター＞第 1クラスター＞第 3クラス
ター，自信不足・自己過小評価については第 3クラ
スター＞第 1クラスター＞第 2クラスター，社会的
評価へのとらわれについては第 1クラスター＝第 2
クラスター＝第 3クラスター，理想追求の就職観に
ついては第 2クラスター＝第 3クラスター＞第 1ク
ラスターという結果が得られた。各クラスターの特
徴を Figure 2に示す。
各クラスターにおける職業未決定の違い
分類された各クラスターを独立変数，職業未決定
の下位尺度得点を従属変数とした 1要因分散分析を
行った（Table 2）。その結果，未熟，混乱，猶予，安
直，決定において有意差が見られた（未熟 F（2，182）
= 27.57，p＜ .001，η 2 = .23；混乱 F（2，182）= 11.25，
p＜ .001，η 2 = .11；猶予 F（2，182）= 6.99，p＜ .01，
η 2 = .07；安 直 F（2，182） = 19.58，p＜ .001，η 2

= .18；決定 F（2，182）= 30.79，p＜ .001，η 2 = .25）。
模索を除く職業未決定に対する効果量は.07～.25を
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Figure　2　イラショナルキャリアビリーフの 3つのクラスター
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Table　2　各クラスターの職業未決定の平均値と分散分析の結果

1．現実型 2．楽観型 3．悲観型
F値 η2 多重比較n＝107 n＝45 n＝33

M SD M SD M SD

未熟 12.96 2.67 10.47 3.36 15.27 2.70 27.57＊＊＊ .23 楽観型＜現実型＜悲観型
混乱 15.58 2.90 14.47 3.40 17.67 2.48 11.25＊＊＊ .11 現実型，楽観型＜悲観型
猶予 13.51 2.90 11.67 3.44 13.85 2.92  6.99＊＊ .07 楽観型＜現実型，悲観型
模索 12.22 2.27 12.33 3.23 12.33 2.50  0.48 .00
安直 14.32 2.34 11.91 2.94 15.21 2.61 19.58＊＊＊ .18 楽観型＜現実型，悲観型
決定  7.93 1.80  9.51 2.01  6.09 2.08 30.79＊＊＊ .25 悲観型＜現実型＜楽観型
＊＊p＜ .01，＊＊＊p＜ .001

示しており，水本・竹内（2008）で示された目安に基
づくと，これらの効果量は中程度から大きいもので
あったといえる。Tukeyの HSD法（5％水準）によ
る多重比較の結果，未熟については悲観型，現実型，
楽観型の順で有意に高く，混乱については，悲観型が
現実型・楽観型と比べて高かった。猶予と安直につ
いてはともに，楽観型が現実型・悲観型より有意に
低かった。決定については楽観型，現実型，悲観型の
順で有意に高かった。模索については 3クラスター

間で有意な差は示されなかった。

考 察

イラショナルキャリアビリーフと職業未決定の関連
相関分析の結果，学生用イラショナルキャリアビ
リーフ尺度と職業未決定尺度との間に有意な相関が
散見された。職業未決定尺度は，職業未決定の「状態」
を測定し分類する尺度（下山，1986;下村，2014）で
あるが，同時に，進路を決められない原因を分類する
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面がある（下村，2014）。この点を踏まえると，職業
未決定尺度が職業未決定状態を生み出す原因として
の「思考」を部分的に測定しているとも考えられる。
実際に，職業未決定尺度の各下位尺度は，未熟は状態
8項目，混乱は状態 8項目，猶予は状態 3項目と思考
4項目，模索は状態 1項目と思考 5項目，安直は状態
2項目と思考 5項目，決定は状態 2項目と思考 2項
目から構成されていると解釈できる。したがって，職
業未決定尺度は状態と思考の両方を測定していると
考えられることから，職業未決定尺度と学生用イラ
ショナルキャリアビリーフ尺度はともに，職業未決
定を引き起こす思考を測定していると考えられる。
次に，両尺度間に有意な相関がみられた箇所につ
いて検討すると，両尺度が測定している思考に共通
性があると考えられる部分と，REBTの治療理論に
合致する結果と考えられる部分とが見受けられる。
学生用イラショナルキャリアビリーフ尺度の各項目
は全 24項目中 18項目が「～なければならない」「～
べきだ」「（必ず）～だ」「～違いない」「～はずだ」「～な
い」といった断定的な表現形式をとっており，これら
はイラショナルビリーフの特徴（加濃，2013）である。
また，REBTにおける中核的なイラショナルビリー
フには①Demand，②Awfulizing，③Discomfort in-
tolerance，④Depreciation，の 4種類があり，なかで
も自己・他者・人生に対する過度な期待・要求を意
味する①Demandは，他の 3つのイラショナルビ
リーフを派生させる強固なイラショナルビリーフで
ある（Dryden，2015）。上記の学生用イラショナル
キャリアビリーフ尺度の項目内容や表現には，この
ようなイラショナルビリーフの特徴が含まれてい
る。相関が見られた箇所は，両尺度が共通して職業未
決定の原因となる思考を測定していると考えられ
る。そして，その思考が連続線上に位置するものとし
て捉えられるとすれば，極端に偏っていたり柔軟さ
に欠ける頑なな思考を，イラショナルキャリアビ
リーフの概念として理解できるのではなかろうか。
また，REBTでは自己の価値を貶めたり自己を否
定するようなビリーフが不安や焦り等のネガティブ
感情を引き起こす（Dryden，2015）と考えられてい
る。未熟と混乱の下位尺度は不安や焦りといった感
情を抱えている状態であり，両下位尺度と自信不
足・自己過小評価との有意な相関は，イラショナル
ビリーフの機能から理解することができる。また，猶

予と自信不足・自己過小評価との間に相関が見られ
る点については，REBTでは「自分はだめな人間だ」
というイラショナルビリーフが先延ばし癖を引き起
こす（Dryden，2000）と考えられており，両者の相
関をイラショナルビリーフの観点からも読み取るこ
とが可能と考えられる。
イラショナルキャリアビリーフのクラスターと職業
未決定上の特徴
イラショナルキャリアビリーフの持ち方をクラス
ターとして見分け，その職業未決定の様相について
検討する。
クラスター分析の結果，現実型，楽観型，悲観型の

3つのイラショナルキャリアビリーフのクラスター
が抽出された。これらのクラスターは大きく，非現実
的な楽観と自信不足・自己過小評価の 2つのビリー
フの持ち方によって分類されたことが理解できる。
Enright（1996）は，CBIを因子分析した際に抽出し
た Self-affirming Belief（自己に対する肯定）と，Self-
doubting Belief（自己に対する疑念）の 2因子が，自
己に対する自信の連続線上の両極を示すものである
と解釈している。本研究の非現実的な楽観と自信不
足・自己過小評価は，Enright（1996）の示した 2
つのキャリアビリーフと共通する側面を有すると考
えられ，かつ，この 2つのビリーフの持ち方による分
類は，希望する進路の実現可能性や，自己の資質・能
力に関する認識や基本的構えを学生がどのように
持っているか，という点と深く関わっていると理解
することができる。
次に，イラショナルキャリアビリーフの各クラス
ターと職業未決定上の特徴を記す。まず現実型は，い
ずれのイラショナルキャリアビリーフも強く持って
いないことから，就職や就職活動，職業決定について
偏りがなく，地に足のついた考え方をしていること
が考えられる。このタイプの職業未決定については，
3クラスターの中間位置ないし平均的な位置であ
る。全体の 57.8％の調査協力者がこのクラスターに
含まれることからも，平均的な学生像であることが
考えられる。このクラスターに該当する学生は，進路
や就職に対してそれほど強いイラショナルビリーフ
を持っているわけではないが，実際には就職活動に
おいて情緒的な混乱や意欲の減退，自信の欠如など
を経験している学生が存在する。この点を考慮すれ
ば，必要に応じて就職活動による負担を抱える学生
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に対する支援を行う必要性があるといえるだろう。
楽観型については 24.3％が該当し，非現実的な楽

観と理想追求の就職観が有意に高く，自信不足・自
己過小評価が有意に低いことが特徴である。このよ
うなビリーフの持ち方からは，就職活動や職業決定
については前向きで積極的であり，かつ就職活動を
進めていくことに一定の自信を持っている可能性が
考えられる。職業未決定については全般的に他の群
よりも低く，かつ決定が最も高い値を示しているこ
とから，職業を決定していくという面からは望まし
い状態にあるものと予想される。非現実的な楽観と
理想追求の就職観は，尺度項目としてはイラショナ
ルな内容が含まれているものの，少なくとも職業未
決定を軽減する機能を有する可能性が考えられる。
一方で，このような自己過信的・完璧主義的なビ
リーフを強く持つことによって，例えば現実を客観
視できない可能性や誤った判断をするおそれを否定
できない面もあるだろう。今後，どの程度までであれ
ば楽観型のビリーフの持ち方が有効であるのかにつ
いて，詳細な検討も必要であろう。
最後に悲観型については，非現実的な楽観が最も
低く，自信不足・自己過小評価が最も高いことが特
徴である。すなわち，自分に対する自信を持てず自己
評価が低く，就職や職業決定について楽観的な考え
を持てていないクラスターと考えられる。悲観型の
職業未決定状態を見てみると，全般として他の群よ
りも高い状態であり，決定も最も低い値を示してい
る。これより悲観型は，円滑な就職活動や職業決定に
至らない可能性が高い学生像として理解できるので
はないか。17.8％という少なくない学生がこのクラ
スターに該当すること，および就職活動で困難を覚
える学生が多い現状を踏まえるならば，悲観型に該
当する学生を支援の対象者として認識することと，
過度に悲観的な受けとめ方から，現実の中立的な受
けとめ方に修正したり，一歩を踏み出していけるよ
うな支援を検討して行う必要があることが指摘でき
よう。

まとめと今後の課題

本研究の目的は，大学生のイラショナルキャリア
ビリーフと職業未決定との関連を明らかにすること
と，イラショナルキャリアビリーフの持ち方をクラ
スターとして見分け，その職業未決定の様相につい

て検討することであった。
結果より，自分に対する自信，進路就職に対する悲
観的な捉え方，自己あるいは他者からの評価に対す
るとらわれのイラショナルキャリアビリーフを持つ
ことで職業未決定状態が高まることが示唆された。
また，イラショナルキャリアビリーフのうち，非現実
的な楽観と自信不足・自己過小評価の 2つのビリー
フの持ち方で学生を現実型，楽観型，悲観型の 3つに
分類できること，特に職業未決定状態が高い可能性
のある悲観型について，適切な支援を行う必要性が
あることが示唆された。これらより，進路選択やキャ
リア発達の領域における先行研究で示されてきた知
見と同様に，イラショナルキャリアビリーフが進路
選択支援を検討する上で有効性のある概念の一つで
あることが確認できた。CBIのマニュアル（Krum-
boltz，1991）では，キャリアビリーフの尺度得点の
高低が，キャリア形成上の目標達成の障害を示すの
か，あるいは目標達成を促進するものなのか記載が
なく，ビリーフがどのように影響するのかについて
のエビデンスの蓄積が求められていた（Wall，1994）。
本研究の知見は，この指摘に応答するものといえる。
一方で，本研究は以下に示すような限界を持つ。ま
ず，本研究の結果からは，イラショナルキャリアビ
リーフが職業未決定に与える影響を因果関係として
は説明できない点があげられる。今後は，イラショナ
ルキャリアビリーフと職業未決定に共変関係がある
かどうかも含めて，さらなる検討が必要である。ま
た，クラスター分析の結果については，本研究での調
査協力者特有のものなのか，他の調査協力者でも同
様に分類されうるのかについて今後の検討が必要で
あると考えられるため，結果の解釈は慎重に行う必
要があるだろう。加えて，調査協力者の在籍する大学
の設置者区分，学部学科の分野，入学難易度等の詳細
な属性を把握できていない点は，本研究の限界であ
り課題である。就職活動の展開には大学間の差が存
在しているとの指摘もある（労働政策研究・研修機
構，2007）ことから，例えば都市部の入学難易度の高
い大学と地方部の入学難易度の低い大学，あるいは
同じ都市部でも入学難易度の大きく異なる大学のよ
うに，大学間の差に着目した検討も必要であろう。
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